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亀山周辺整備の基本構想策定
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都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

　
　
　
　
　
　

土
台
と
し
て

　

大
野
高
校
跡
地
を
含
め
た
亀
山

周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
慎
重
に
検
討
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
基
本
構
想
は
、
平
成
七

年
十
二
月
か
ら
平
成
九
年
十
月
に

か
け
て
策
定
さ
れ
た
「
都
市
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
が
土
台
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

・
大
野
高
校
跡
地
は
将
来
の
市
街

　

地
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
活
用

・
市
街
地
と
国
道
を
結
ぶ
西
部
ア

　

ク
セ
ス
道
は
必
要

・
有
終
西
小
学
校
は
現
在
地
の
な

　

る
べ
く
近
く
に
建
設

と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、

構
想
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

二
つ
の
基
と
な
る
考
え
方

　

基
本
構
想
は
、
次
の
考
え
方
が

基
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
都
市
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
、

　

市
民
が
自
信
と
誇
り
を
持
て
る

　

ま
ち
に
す
る
こ
と

・
当
市
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
環

　

境
な
ど
の
特
性
を
生
か
し
た
整

　

備
を
す
る
こ
と

　

こ
れ
ら
二
つ
の
考
え
方
を
基

に
、
亀
山
周
辺
整
備
の
具
体
的
な

方
向
性
を
示
し
た
も
の
が
、
今
回

の
基
本
構
想
で
す
。

大
野
高
校
の
跡
地
は

文
化
的
活
動
の
拠
点
に

　

大
野
高
校
の
跡
地
は
、
市
街
地

で
は
数
少
な
い
、
広
い
面
積
を
持

つ
公
共
用
地
で
す
。

　
　

「
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
構
想
」

は
、
大
野
高
校
跡
地
に
高
度
な
文

化
的
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
人
が
集
ま
る
、
活
発

な
市
街
地
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

　

そ
こ
は
、
市
民
が
「
集
い
・
遊

び
・
学
び
合
う
」
こ
と
の
で
き
る

場
所
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、

美
術
館
や
音
楽
ホ
ー
ル
、
多
目
的

広
場
や
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

代
表
さ
れ
る
、
文
化
的
・
教
育
的

公民館での文化講座



な
施
設
の
整
備
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

有
終
西
小
学
校
は
、
こ
の
よ
う

な
施
設
の
一
つ
と
し
て
、
移
転
・

整
備
さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
ら
は
、
大
人
が
利
用
で
き

る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
は
、
音
楽
や
美
術
な
ど
の

授
業
を
本
格
的
な
設
備
を
使
っ
て

受
け
ら
れ
る
施
設
と
な
り
ま
す
。

　

利
用
時
間
や
日
程
を
、
あ
ら
か

じ
め
決
め
て
お
く
こ
と
で
、
み
ん

な
が
効
率
よ
く
施
設
全
体
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

有
終
西
小
学
校
の
跡
地
は

　
　

城
下
町
の
玄
関
口
に

　

有
終
西
小
学
校
が
大
野
高
校
跡

地
に
移
転
す
る
と
、
新
し
く
公
共

用
地
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
は
、
国

道
一
五
八
号
か
ら
市
街
地
を
結
ぶ

西
部
ア
ク
セ
ス
道
の
接
続
地
点
と

な
り
ま
す
。

　
　

「
シ
テ
ィ
ゲ
ー
ト
構
想
」
は
、

城
下
町
の
新
し
い
玄
関
口
と
し

て
、
訪
れ
た
人
だ
ち
と
市
民
が
交

流
す
る
「
も
て
な
し
の
場
」
を
有

終
西
小
学
校
跡
地
に
整
備
す
る
も

の
で
す
。

　

こ
の
空
間
で
は
、
交
通
の
流
れ

を
や
わ
ら
か
く
受
け
止
め
、
歩
行

者
の
安
全
を
守
る
機
能
を
持
つ
広

場
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

広
場
は
、
お
祭
り
な
ど
多
種
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
に
利
用
で
き
、
中

央
に
は
、
当
市
の
象
徴
と
な
る
噴

水
や
彫
刻
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

　

広
場
を
取
り
囲
む
施
設
は
、
訪

れ
た
人
と
市
民
と
を
結
び
つ
け

「
伝
承
・
交
流
・
接
客
」
を
可
能

に
す
る
、
観
光
・
交
流
の
拠
点
施

設
と
な
り
ま
す
。

回
廊
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

　

構
想
で
は
、
こ
れ
ら
の
施
設
や

広
場
を
取
り
囲
む
回
廊
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
整
備
を
考
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
山
々
に
囲
ま
れ
た
盆

地
と
い
う
地
形
や
、
四
百
年
以
上

続
い
て
い
る
城
下
町
の
町
割
り
な

ど
の
、
周
り
を
取
り
囲
む
よ
う
に

な
っ
て
い
る
空
間
が
、
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
、
住
ん
で
い
る
私

た
ち
に
安
心
感
を
与
え
て
き
た
と

い
う
、
地
形
的
・
歴
史
的
背
景
か

ら
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
と
な
る
文

化
的
・
教
育
的
施
設
の
周
り
に

は
、
回
廊
の
よ
う
に
敷
地
を
取
り

囲
む
通
路
を
つ
く
り
ま
す
。
こ
の

通
路
は
美
術
館
や
音
楽
ホ
ー
ル
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
と
子
ど
も

た
ち
の
教
室
を
結
ぶ
役
割
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　

シ
テ
ィ
ー
ゲ
ー
ト
の
広
場
を
取

り
囲
む
施
設
に
は
、
歩
行
者
が
利

用
し
や
す
い
回
廊
状
の
空
間
を
設

け
ま
す
。
そ
こ
は
、
ア
ー
ケ
ー
ド

の
よ
う
な
役
割
を
持
ち
、
訪
れ
て

き
た
人
と
市
民
が
交
流
す
る
場
所

と
も
な
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
回
廊
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
歩
行
空
間
は
、
越
前
大
野
城
と

町
割
り
が
、
お
互
い
に
補
い
合
っ

て
き
た
歴
史
を
持
つ
よ
う
に
、
二

つ
の
施
設
（
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー
・
シ
テ
ィ
ー
ゲ
ー
ト
）
が
お
互

い
に
補
い
合
う
こ
と
を
目
指
し
、

自
由
に
行
き
来
で
き
る
し
く
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

歩
行
者
が
主
役
の
ま
ち

　

現
在
、
中
心
市
街
地
で
は
人
口

の
減
少
が
進
み
、
空
き
地
・
空
き

家
が
増
え
る
な
ど
、
空
洞
化
の
現

象
が
進
ん
で
い
ま
す
。
住
ん
で
い

る
人
が
減
っ
て
、
ま
ち
の
活
気
が

少
な
く
な
っ
て
く
る
と
、
ま
ち
全

体
の
魅
力
を
失
う
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
市
全
体
を
活
性
化
す
る

た
め
に
も
、
市
街
地
の
空
洞
化
を

防
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
亀
山
周
辺
が

ま
ち
づ
く
り
の
夢
と
希
望
に
満
ち

た
空
間
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

車
を
運
転
で
き
な
い
子
ど
も
や

高
齢
者
な
ど
、
歩
行
者
が
安
心
し

て
住
む
こ
と
の
で
き
る
魅
力
あ
る

市
街
地
、
こ
れ
が
今
回
の
基
本
構

想
の
目
指
す
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
基
本
構
想
に
沿

っ
て
、
関
係
機
関
・
団
体
と
話
し

合
い
な
が
ら
「
ど
の
よ
う
な
施
設

を
造
る
の
か
」
「
ど
こ
に
造
る
か
」

な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
基
本
計
画

を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。
基
本
計

画
の
策
定
は
、
平
成
十
三
年
の
春

ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
意
見
、
ご
感
想
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

亀山周辺整備イメージ図



J’、くい2000
´いよいよ始まる「恐竜エキスポふくい

2000」そのサブ会場となる当市で行われ

るイベントについて紹介します。

さ
あ
、
耐
び
に
お
い
ｙ
‘

当
市
は
百
選
城
下
町

　

七
月
二
十
日
か
ら
九
月
十
七
日
ま
で
の
期

間
中
「
百
選
城
下
町
大
野
・
l
n
恐
竜

街
道
」
を
テ
ー
マ
に
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン

ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
　

「
百
選
城
下
町
」
と
は
、
名
水
百
選
（
昭

和
六
上
年
・
環
境
庁
）
や
水
の
郷
百
選
（
平

成
八
年
・
国
土
庁
）
、
都
市
景
観
百
選
（
平

成
九
年
・
建
設
省
）
な
ど
に
選
ば
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
こ
ん
な
こ
と

　

期
間
中
、
市
内
各
所
で
行
な
わ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
や
、
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る
演
出
を
紹

介
し
ま
す
。

・
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

　

あ
つ
宝
ん
ど
の
芝
生
広
場
で
、
「
恐
竜

エ
キ
ス
ポ
ふ
く
い
2
0
0
0
」
の
開
催
と
、

記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
完
成
を
祝
っ
て
、
開

会
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

…
街
角
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

七
間
通
り
を
中
心
に
店
先
に
あ
る
シ
ョ

ー
ウ
イ
ン
ド
ー
や
お
店
の
片
隅
な
ど
を
、

小
さ
な
展
示
場
と
し
て
利
用
し
ま
す
。
昔

懐
か
し
い
古
道
具
や
歴
史
の
感
じ
ら
れ
る

も
の
、
季
節
感
あ
ふ
れ
る
も
の
な
ど
を
展

示
。
大
野
の
風
情
や
ま
ち
な
み
を
演
出
し

ま
す
。

　

ま
た
「
大
野
感
性
ハ
ガ
キ
展
」
の
作
品

展
示
も
行
い
ま
す
。

…
街
角
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

わ
が
家
の
ち
ょ
っ
と
し
た
お
宝
、
大
野

自
慢
の
も
の
。
そ
ん
な
お
宝
を
み
ん
な
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
情
報
を
集
め
て
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
登
録
。
情
報
は
、
市
内

九
ヵ
所
に
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
、
自

由
に
検
索
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、

展
示
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
各
会
場

な
ど
に
展
示
し
ま
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
設
置
場
所
は
、
平

成
大
野
屋
・
元
町
会
館
・
石
灯
龍
会
館
…

武
家
屋
敷
旧
内
山
家
・
五
番
名
水
庵
・
越

前
大
野
城
・
七
間
本
陣
・
歴
史
民
俗
資
料

館
・
J
R
越
前
大
野
駅
で
す
。

…
漫
遊
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

　

市
内
に
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
設
け
、

参
加
者
が
自
由
に
コ
ー
ス
を
選
ん
で
散
策

し
ま
す
。
十
三
ヵ
所
の
う
ち
、
六
ヵ
所
の

ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
、
平
成
大
野
屋
前

の
総
合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
行
わ
れ

る
、
恐
竜
エ
キ
ス
ポ
グ
ッ
ズ
や
大
野
の
名

産
品
・
特
産
品
が
当
た
る
、
お
楽
し
み
抽

選
会
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

ス
タ
ン
プ
の
設
置
場
所
は
、
平
成
大
野

屋
・
元
町
会
館
・
石
灯
龍
会
館
・
武
家
屋

敷
旧
内
山
家
・
五
番
名
水
庵
・
越
前
大
野

城
・
七
間
本
陣
・
歴
史
民
俗
資
料
館
・
J

R
越
前
大
野
駅
・
御
清
水
会
館
・
朝
倉
義

景
公
墓
所
・
寺
町
通
り
（
善
導
寺
）
郷
土

歴
史
館
で
す
。

・
ま
ち
か
ど
活
動
写
真

　

郷
土
歴
史
館
前
の
広
場
で
、
期
間
中
の

金
曜
・
土
曜
日
に
、
時
代
劇
や
大
正
ロ
マ

ン
を
感
じ
る
よ
う
な
映
画
作
品
の
上
映
を

行
い
ま
す
。
（
雨
天
中
止
）

・
は
さ
み
で
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
恐
竜
ラ
ン
ド

　

有
終
会
館
で
、
切
り
絵
博
士
の
楽
し
い

話
を
聞
き
な
が
ら
、
お
も
ち
や
作
り
な
ど

を
体
験
し
ま
す
。

…
子
ど
も
相
撲
大
会

　

春
日
神
社
で
、
ち
び
つ
子
力
士
た
ち
に

よ
る
、
相
撲
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

一
花
火
大
会

　

真
名
川
で
行
わ
れ
る
、
お
お
の
城
ま
つ

り
大
花
火
大
会
に
合
わ
せ
て
、
フ
ク
リ
ユ

ウ
の
仕
掛
花
火
な
ど
を
打
ち
上
げ
ま
す
。

・
お
宝
自
慢
大
会

　

平
成
大
野
屋
で
、
街
角
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
展
示
す
る
お
宝
の
持
ち
主
が
参
加
し

て
、
わ
が
家
の
お
宝
を
自
慢
。
ゲ
ス
ト
を

招
い
て
に
ぎ
や
か
に
開
催
し
ま
す
。

・
神
輿
競
演
・
九
頭
龍
の
舞

　

各
地
区
ご
と
に
、
龍
を
始
め
と
す
る
勇

壮
な
お
み
こ
し
や
山
車
を
つ
く
り
ま
す
。

竿
灯
な
ど
も
参
加
し
て
、
に
ぎ
や
か
に
城

ま
つ
り
会
場
を
練
り
歩
き
ま
す
。



恐竜エキスポ
七
間
や
寺
町
な
ど
で
は

・
七
間
語
り
部
座

　

空
き
店
舗
を
利
用
し
て
、
伝
承
遊
び
や

工
作
教
室
な
ど
、
体
験
を
通
し
て
学
べ
る

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
寺
町
紙
芝
居
屋
さ
ん

　

期
間
中
の
週
末
、
昔
懐
か
し
い
紙
芝
居

屋
さ
ん
が
自
転
車
で
や
っ
て
き
ま
す
。

●
エ
キ
ス
ポ
貸
本
屋
さ
ん

　

空
き
店
舗
を
利
用
し
て
、
無
料
貸
し
本

屋
さ
ん
を
開
き
ま
す
。

●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
・
l
n
寺
町

　

毎
年
、
こ
え
さ
か
峠
で
行
わ
れ
て
い
る

「
こ
え
さ
か
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

今
年
は
寺
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
朝
市
ま
つ
り
・
夕
市
ま
つ
り

　

大
野
名
物
の
朝
市
が
、
週
末
時
間
を
延

長
。
昼
間
の
十
二
時
ま
で
営
業
し
ま
す
。

　

ま
た
、
夕
方
に
は
、
商
店
や
市
民
が
出

店
し
て
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
。
七

間
通
り
を
に
ぎ
や
か
に
演
出
し
ま
す
。

●
大
道
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

元
町
会
館
前
な
ど
で
、
夕
市
ま
つ
り
の

開
催
に
合
わ
せ
て
「
大
道
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
開
催
。
プ
ロ
か
ら
ア
マ
チ
ュ
ア

ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
大
道
芸
人
が
集
合
し

て
、
夕
市
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

平
成
大
野
屋
で
は

　

ま
ち
な
か
観
光
拠
点
施
設
「
平
成
大
野
屋
」

で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

す
。

●
観
月
亭

　

中
庭
に
は
、
週
末
や
祝
日
な
ど
の
夕
刻

か
ら
夜
に
か
け
て
「
大
野
の
月
と
粋
」
を

楽
し
む
茶
屋
形
式
の
お
店
を
設
け
ま
す
。

●
観
月
の
宴
お
お
の
食
談

各
界
の
著
名
人
・
有
識
者
を
ゲ
ス
ト
に

迎
え
、
大
野
の
酒
・
郷
土
料
理
な
ど
を
楽

し
み
な
が
ら
、
大
野
の
文
化
を
語
り
ま
す
。

●
お
お
の
「
蔵
」
シ
ア
タ
ー

　

平
蔵
を
利
用
し
て
、
プ
ロ
を
中
心
と
す

る
延
べ
二
十
五
組
が
ラ
イ
ブ
を
開
催
。
洋

楽
・
邦
楽
・
落
語
・
講
談
な
ど
バ
ラ
エ
テ

ィ
あ
ふ
れ
る
内
容
で
お
送
り
し
ま
す
。
入

場
は
無
料
で
す
が
、
当
日
配
布
す
る
整
理

券
が
必
要
で
す
。

●
城
下
町
映
画
祭

　

県
内
外
の
自
主
映
画
制
作
グ
ル
ー
プ
の

作
品
上
映
会
。
上
映
前
に
は
、
制
作
者
の

映
画
ト
ー
ク
な
ど
も
。

●
全
国
人
力
車
サ
ミ
ッ
ト
ー
パ
レ
ー
ド

　

全
国
の
人
力
車
グ
ル
ー
プ
が
大
野
に
集

結
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
交
流
会
を
開
催
し

ま
す
。
ま
た
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
人
力

車
が
、
時
代
衣
装
を
ま
と
っ
た
市
民
を
乗

せ
て
市
内
を
パ
レ
ー
ド
。
人
力
車
に
似
合

う
衣
装
コ
ン
テ
ス
ト
や
、
長
寿
・
新
婚
な

ど
を
お
祝
い
し
て
人
力
車
に
乗
っ
て
も
ら

う
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま
す
。

・
ア
ー
ト
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
（
展
覧
会
）

　

七
月
二
十
日
か
ら
八
月
二
十
日
の
前
半

は
「
光
（
明
か
り
）
」
を
、
八
月
二
十
五

日
か
ら
九
月
十
七
日
の
後
半
は
「
フ
ァ
ブ

リ
ッ
ク
（
布
）
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品

の
展
覧
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
以
外
に
も
、
恐

竜
エ
キ
ス
ポ
統
一
デ
ザ
イ
ン
の
日
よ
け
や
の

れ
ん
を
、
七
間
通
り
の
各
商
店
の
軒
先
に
吊

り
下
げ
た
り
、
地
元
の
高
校
生
・
市
民
が
中

心
と
な
っ
て
「
市
民
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ガ
イ
ド
グ
ル
ー
プ
」
を
結
成
し
た
り
と
、
た

く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
て
、
恐
竜
エ
キ
ス
ポ

を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

当
市
で
行
わ
れ
る
各
イ
ベ
ン
ト
の
時
間
や

会
場
な
ど
、
さ
ら
に
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
七
月
中
に
各
家
庭
に
配
ら
れ
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
も
、

こ
の
夏
、
一
緒
に
盛
り
上
が
り
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
商
工
観
光
課
（

　

豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
3
3
）



定例

市議会

一
般
会
計
に
3
億
4
干
9
百
万
円
余
り
を
追
加

議
員
提
案
に
よ
り
大
野
市
環
境
美
化
推
進
条
例
座
制
定

　

第
三
百
七
回
定
例
市
議
会
が
、

六
月
八
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
開

か
れ
「
一
般
会
計
補
正
予
算
案
」

「
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

案
」
な
ど
十
四
議
案
を
審
議
。
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
人
・
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
三
億
四
千
九
百
六
十

二
万
九
千
円
か
追
加
さ
れ
、
予
算

総
額
は
百
五
十
六
億
五
千
四
百
六

十
二
万
九
千
円
と
な
り
、
前
年
度

と
比
べ
て
九
・
九
％
の
減
で
す
。

　

主
な
事
業
は
、
児
童
手
当
法
改

正
よ
る
児
童
手
当
等
給
付
金
の
拡

充
や
、
生
ご
み
処
理
機
購
人
補
助

の
追
加
経
費
。
グ
リ
ー
ン
オ
ア
シ

ス
整
備
事
業
（
公
園
整
備
）
の
追

加
経
費
な
ど
で
す
。
歳
出
の
主
な

も
の
は
、
上
の
表
の
と
お
り
で
す
。

大
野
市
環
境
美
化
推
進
条
例

　

今
回
の
定
例
市
議
会
で
、
当
市

の
環
境
美
化
を
図
り
、
ご
み
の
投

げ
捨
て
や
散
乱
、
愛
が
ん
動
物

（
ペ
ッ
ト
）
の
ふ
ん
害
や
空
き
地

の
適
性
管
理
な
ど
に
つ
い
て
必
要

な
こ
と
を
定
め
た
、
大
野
市
環
境

美
化
推
進
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
清
潔
で
美
し
い

ま
ち
を
つ
く
り
、
良
好
な
都
市
環

境
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

七
月
二
十
日
か
ら
施
行
に
な
り
ま
す
。

　

環
境
美
化
に
向
け
た
具
体
的
な

取
り
組
み
を
、
次
の
よ
う
に
定
め

ま
し
た
。

市
民
な
ど

　

ご
み
の
投
げ
捨
て
防
止
や
散

乱
防
止
な
ど
に
努
め
ま
す
。

事
業
者
な
ど

　
　

事
業
活
動
な
ど
で
出
る
ご
み

　

の
投
げ
捨
て
や
、
ご
み
の
散
乱

　

の
防
止
な
ど
に
努
め
ま
す
。

土
地
所
有
者
な
ど

　
　

空
き
地
や
広
い
土
地
な
ど

　

が
、
雑
草
や
ご
み
の
放
置
な
ど

　

で
、
害
虫
の
発
生
源
や
火
災
の

　

原
因
な
ど
に
な
ら
な
い
よ
う
適

　

正
な
管
理
に
努
め
ま
す
。

ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
な
ど

　
　

ペ
ッ
ト
が
公
園
や
広
場
、
公

　

共
の
土
地
や
他
人
の
土
地
な
ど

　

を
ふ
ん
で
汚
し
た
場
合
は
、
速

　

や
か
に
清
掃
し
、
適
性
に
処
理

　

し
ま
す
。

　
　

公
園
の
砂
場
な
ど
で
、
ふ
ん

　

を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

奥
越
二
市
一
村
で
取
り
組
み

　

奥
越
全
体
で
環
境
美
化
に
取
り

組
む
た
め
、
勝
山
市
・
和
泉
村
で

も
、
同
様
の
条
例
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
、
情
報
交
換
な
ど
、

連
携
を
取
り
、
広
域
で
必
要
な
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

6月補正 －般会計の主な事業

◆民生費

　

・児童手当等給付金……………………41，972千円

◆衛生費

　

・資源有効利用促進事業補助…………10，000千円

◆土木費

　

・グリーンオアシス整備事業…‥…・166，799千円

◆教育費

　

・教育センター管理運営経費……………6，403千円

「
／
月
1
日
オ
ー
プ
ン

大
野
市
青
少
年
教
育
セ
ン
タ
ー

　

市
が
県
か
ら
譲
り
受
け
た
「
県

立
大
野
青
年
の
家
」
が
、
七
月
一

日
か
ら
「
大
野
市
青
少
年
教
育
セ

ン
タ
ー
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　

こ
の
施
設
に
は
、
こ
れ
ま
で
西

部
児
童
セ
ン
タ
ー
に
置
か
れ
て
い

た
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ウ
ス
（
適
応

指
導
教
室
）
」
や
市
役
所
内
に
置

か
れ
て
い
た
「
青
少
年
愛
護
セ
ン

タ
ー
」
が
移
転
し
ま
す
。
こ
の
二

つ
の
機
関
が
I
カ
所
に
集
ま
る
こ

と
で
、
一
貫
し
た
教
育
相
談
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

ケ
ー
ス
へ
の
対
応
が
期
待
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
開
成
中
学
校
図
書
準
備

室
に
併
設
さ
れ
て
い
た
「
教
科
書

セ
ン
タ
ー
」
と
図
書
館
に
併
設
さ

れ
て
い
る
「
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
」
も
こ
の
施
設
に
移
転
し
ま
す
。

　
　

「
県
立
大
野
青
年
の
家
」
の
機

能
は
、
二
階
研
修
室
を
除
い
て
、

こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
利
用
で

き
ま
す
。

　

開
館
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら

午
後
九
時
三
十
分
ま
で
で
す
。
休

館
日
は
、
祝
日
と
年
末
年
始
（
十

二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
の
一
月

三
日
）
で
す
。
皆
さ
ん
の
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
教
育
委
員
会

　

学
校
教
育
課
（
容
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
5
2
1
）

大野市青少年教育センター施設使用料

区分
昼間 夜間 全日

9：00～　
12：00

12：00～　
17：00

17：00～　21：309：00～　21：30

体

育

館

個人
中学生以下 50 50 100 200

高校、一般 100 150 200 400

団体
半面 600 800 1，200 2．200

全面 1，000 1，400 2，000 3，600

研修室 1，000 1，400 2，000 3，600

和室 600 800 1，200 2，200

1使用申込時間を超過して使用した場合の使用料は、時間区分ごとに定め

　

られている使用料をそれぞれ合計した額とする。
2冷房又は暖房を使用する場合は、使用料の5割に相当する額を加算する。
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！§13：6回越前大野名｀氷マラ’msi

　

5
月
2
8
日
、
第
3
6
回
越
前
大
野

名
水
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
内
外
か
ら
約
2
3
0
0
人
が
参

加
。
あ
い
に
く
小
雨
ま
じ
り
の
天

候
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、

新
緑
の
奥
越
路
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

市
民
の
綾
績
（
3
位
以
内
一

窓
今
回
1
年
親
子
①
林
孝
治
・
恭

平
（
富
田
）
②
中
道
健
丁
瑞
季

　

（
阪
谷
）
▼
2
年
親
子
③
仲
井
太

・
那
美
（
有
終
南
）
▼
3
年
親
子

②
村
上
一
幸
・
純
一
朗
（
阪
谷
）

③
石
坂
吉
晃
・
駿
（
下
庄
）
▼
4

年
親
子
③
田
中
孝
典
・
勇
気
（
有

終
東
）
▼
小
学
男
子
③
小
部
壮
一

郎
（
有
終
西
）
▼
一
般
女
子
3
9
歳

以
下
①
広
田
恵
子
（
春
日
）
③
林

恵
美
子
（
下
麻
生
嶋
）
⑧
守
口
中

学
男
子
②
臼
井
寿
浩
（
尚
徳
）
③

藤
田
昌
幸
（
上
庄
）
▼
中
学
女
子

③
野
寺
真
由
（
陽
明
）
呂
今
回
一

般
男
子
2
9
歳
以
下
②
金
子
俊
幸

　

（
清
和
町
）
▼
一
般
女
子
③
明
石

智
美
（
陽
明
町
）
ハ
＝
フ
ー
般
女

子
①
牧
野
真
弓
（
若
杉
町
）

一
第
3
2
回
市
少
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
理

日
程
7
月
2
9
日
①
・
3
0
日
⑥

会
場
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
資
格
大
野
市
の
小
学
生

競
技
方
法
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

申
込
締
切
日
7
月
7
日
②

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
酋

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
3
1
）

お
知
ら
せ
し
ま
す

m
報
公
開
の
実
施
状
況

　

平
成
十
一
年
度
は
公
開
請
求
が

十
件
、
申
し
出
が
七
件
あ
り
ま
し

た
（
前
年
度
比
一
件
増
）
。

　

条
例
で
は
、
平
成
十
年
四
月
一

日
以
降
に
作
成
・
取
得
し
た
文
書

を
公
開
請
求
で
き
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
前
の
文

書
に
つ
い
て
は
、
努
め
て
同
じ
よ

う
に
取
り
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
一
部
公
開

や
非
公
開
の
決
定
が
あ
っ
て
も
、

異
議
申
し
立
て
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

集
計
で
は
、
前
者
を
公
開
請
求
、

後
者
を
公
開
申
出
と
区
別
し
ま
し

た
。
表
で
は
、
十
一
年
度
中
に
受

け
付
け
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
公
開
や
不
服
申
し

立
て
は
年
度
を
過
ぎ
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
不
服
申
し
立
て
に

つ
い
て
は
内
容
を
検
討
中
で
す
。

請
求
内
容
で
は
土
木
・
建
築
な
ど

の
設
計
書
や
予
定
価
格
、
完
成
後

の
検
査
に
関
す
る
も
の
が
九
件
、

地
下
水
や
地
下
の
土
質
調
査
結
果

に
関
す
る
も
の
と
、
市
長
や
議
員

の
給
料
・
報
酬
や
旅
費
な
ど
に
関

す
る
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
三
件
づ
つ
、

そ
の
他
が
二
件
で
し
た
。

　

一
部
公
開
さ
れ
な
か
っ
た
情
報

と
し
て
は
、
経
歴
な
ど
が
記
入
さ

れ
て
い
る
個
人
情
報
、
事
業
計
画

書
の
中
で
設
備
の
メ
ー
カ
ー
な
ど

が
推
測
で
き
る
部
分
が
あ
る
な
ど

の
意
思
形
成
過
程
情
報
、
工
事
の

設
計
や
入
札
な
ど
で
公
開
す
る
と

将
来
の
同
じ
よ
う
な
事
業
に
支
障

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
な
ど
の
行

政
運
営
情
報
、
法
令
で
公
開
を
禁

止
し
て
い
る
情
報
の
四
種
類
が
あ

り
ま
し
た
。
情
報
公
開
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
や
相
談
は
、
行
政

資
料
室
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線

2
4
1
）
へ
ど
う
ぞ
。

　

ま
た
行
政
資
料
室
で
は
、
市
が

刊
行
し
た
印
刷
物
や
国
・
県
な
ど

か
ら
提
供
さ
れ
た
各
種
行
政
資
料

を
、
図
書
館
と
同
じ
よ
う
に
一
船

に
公
開
し
て
い
ま
す
。
観
光
パ
ヽ
ノ

フ
レ
ッ
ト
な
ど
持
ち
帰
り
自
由
な

資
料
も
あ
り
ま
す
。
閲
覧
で
き
ろ

資
料
は
、
各
種
統
計
や
法
令
、
議

会
議
事
録
、
各
種
計
画
書
な
ど
約

三
千
七
百
点
で
す
。
皆
さ
ん
の
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平成11年度情報公開実施状況 （単位：件）

区分 受理数
決定数

その他
不服

申立全部公開一部公開非公開

公開

請求
10 4 6 － － 1

公開

申出
7 4 1 －

（不存在）　　

2 ／
計 17 8 7 － 2 1
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足
の
疲
れ
を
と
り
ま
し
よ
う

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
歩
く
こ
と
）
で
一
番
疲
れ
が
た
ま
る

の
が
足
。
足
に
は
体
の
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
と
つ
な
が
り
の

あ
る
神
経
や
血
管
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
疲
れ
に

効
果
の
あ
る
足
の
話
で
す
。

足
の
裏
に
は

　
　

ツ
ボ
が
い
っ
ぱ
い

　

一
日
中
体
重
を
支
え
て
頑
張
っ

て
い
る
足
の
裏
。
で
も
、
な
か
な

か
ゆ
っ
く
り
と
は
手
入
れ
し
て
も

ら
え
ま
せ
ん
。

　

昔
か
ら
「
足
は
第
二
の
心
臓
」

と
言
わ
れ
て
い
て
、
足
の
裏
に
は
、

体
の
い
ろ
い
ろ
な
器
官
と
密
接
な

つ
な
が
り
の
あ
る
ツ
ボ
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
足
の
指
を
曲
げ
た
と

き
に
で
き
る
く
ぼ
み
に
あ
る
「
湧

泉
」
。
こ
こ
は
、
生
命
力
が
湧
き

出
る
と
言
わ
れ
て
い
る
ツ
ボ
で
、

疲
労
回
復
や
ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど

に
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。
土
踏

ま
ず
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
「
足
心

は
、
低
血
圧
な
ど
に
、
か
か
と
の

中
央
に
あ
る
ツ
ボ
「
失
眠
」
は
、

不
眠
症
な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
の
図
を
参
考
に
、
指
の
腹
な

ど
で
足
の
裏
を
剌
激
し
て
、
足
に

た
ま
っ
た
疲
れ
を
ほ
ぐ
し
て
あ
げ

ま
し
よ
う
。

　

ほ
か
に
も
、
足
の
裏
や
指
、
太

も
も
や
ふ
く
ら
は
ぎ
な
ど
を
、
も

ん
だ
り
・
た
た
い
た
り
し
て
マ
ッ

サ
ー
ジ
す
る
の
も
効
果
的
で
す
。

足
の
血
液
の
流
れ
を
良
く
し
て
あ

げ
る
こ
と
が
、
体
全
体
の
疲
労
回

復
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

た
ま
っ
た
疲
れ
を
吹
き
飛
ば
し

て
、
元
気
よ
く
歩
き
ま
し
よ
う
。

ちよつと気になる栄養の話

　　

「だし」というと皆さんはどの

「だし」を思い浮かべますか。だ

し汁は料理の味を決める大事なポ

イントです。だし汁で食材を煮る

と本来のうま味が引き出されます。

　

お吸い物や煮物などは、だし昆

布と削り節から作つただし汁が、味噌汁やうどんつゆな

どは、煮干しから作つただし汁が合います。

　　

「自分でだし汁を作るのは、手間がかかるから…」と

いう人もいるでしょう。でも、手作りのだし汁とインス

タントのものを比べると、インスタントの方は2倍の塩

分を含んでいます。また、だしが効いていると、薄味で

もおいしくいただけます。

　

手作りのだし汁をしょうゆと1対1の割合で混ぜた

「割りしょうゆ」で、そうめんや冷ややっこなどをいた

だくのも、おいしく減塩につながる方法です。

　

体にやさしい手作りのだし汁で、夏の食材を楽しんで

みてはいかがですか。

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（豊65・7333）



暮
ら
し
の

ア
肪
お
守
ス

こんな手口に要注意！

～悪質な訪間販売～

　

最
近
、
訪
問
販
売
に
関
す
る
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
法
律

で
定
め
ら
れ
た
解
約
手
続
き
が
で
き
な
い
と
思
わ
せ
た
り
、
言

葉
巧
み
に
消
費
者
を
の
せ
て
商
品
を
買
わ
せ
る
事
例
が
多
く
な

つ
て
い
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

　

ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
制
度
は
、

訪
問
販
売
な
ど
で
契
約
し
た
場
合

に
、
契
約
書
（
申
込
書
）
を
受
け

取
っ
た
日
か
ら
一
定
期
間
内
は
無

条
件
で
契
約
を
解
除
（
申
し
込
み

の
撤
回
）
で
き
る
消
費
者
を
守
る

制
度
で
す
。
た
だ
し
、
契
約
な
ど

を
解
除
す
る
に
は
次
の
条
件
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

・
契
約
を
交
わ
し
た
場
所
が
お
店

　

以
外
の
場
所
で
あ
る
（
路
上
な

　

ど
で
呼
び
止
め
ら
れ
て
店
内
に

　

連
れ
て
行
か
れ
た
場
合
や
、
目

　

的
を
告
げ
ら
れ
ず
に
電
話
な
ど

　

で
店
に
呼
び
出
さ
れ
た
場
合
も

　

対
象
に
な
り
ま
す
）

・
契
約
書
（
申
込
書
）
が
交
付
さ

　

れ
た
日
か
ら
八
日
以
内

・
代
金
の
総
額
が
三
千
円
以
上

　

最
近
は
訪
問
販
売
の
手
口
も
巧

妙
な
も
の
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
中
か
ら
、
代
表
的
な
も

の
を
紹
介
し
ま
す
。

書
面
に
書
か
せ
る
な
ど

　

契
約
の
際
、
紙
に
「
キ
ャ
ン
セ

ル
し
ま
せ
ん
」
と
書
か
せ
た
り
、

署
名
捺
印
さ
せ
た
り
す
る

　

説
明
書
な
ど
に
あ
ら
か
じ
め

「
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
出
来
な
い

商
品
」
だ
と
記
人
さ
れ
て
い
る

商
品
を
開
封
し
た

　
　

「
商
品
の
袋
を
開
け
た
」
「
梱

包
用
の
袋
を
捨
て
た
」
な
ど
と
言

っ
て
契
約
解
除
さ
せ
な
い

催
眠
商
法
（
S
F
商
法
）

　
　

「
日
用
品
や
新
製
品
を
無
料
で

配
る
」
な
ど
と
人
を
集
め
、
言
葉

巧
み
な
販
売
員
が
「
早
く
手
を
上

げ
た
人
に
…
」
な
ど
と
会
場
の
興

奮
を
高
め
、
客
を
興
奮
状
態
に
し

て
商
品
を
買
わ
せ
る

点
検
商
法

　
　

「
点
検
に
き
た
」
な
ど
と
来
訪

し
「
も
う
使
用
で
き
な
い
」
「
早

め
に
替
え
な
い
と
危
険
」
な
ど
と

言
っ
て
新
し
い
商
品
を
買
わ
せ
る

見
本
工
事
商
法

　
　

「
見
本
工
事
だ
か
ら
…
」
「
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
中
だ
か
ら
…
」
な
ど

と
、
特
別
安
い
料
金
だ
と
思
わ
せ

商
品
を
売
り
つ
け
る

モ
ニ
タ
ー
商
法

　
　

「
モ
ニ
タ
ー
会
員
に
な
れ
ば
、

モ
ニ
タ
ー
料
が
入
り
商
品
の
支
払

い
も
楽
で
す
…
」
な
ど
モ
ニ
タ
ー

に
な
れ
ば
、
特
別
に
安
く
な
る
と

思
わ
せ
て
買
わ
せ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
商
法

　
　

「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
く
だ

さ
い
・
：
」
「
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る

だ
け
」
な
ど
と
訪
問
し
、
商
品
を

売
り
つ
け
る

　

こ
れ
ら
の
手
口
は
、
す
べ
て
ク

ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
が
適
用
で
き
ま

す
。
商
品
が
本
当
に
必
要
か
ど
う

か
、
を
よ
く
考
え
必
要
が
な
い
と

思
っ
た
ら
は
っ
き
り
と
断
り
ま
し

よ
う
。
ま
た
、
高
額
な
契
約
を
す

る
と
き
は
、
そ
の
場
で
契
約
し
な

い
で
、
い
っ
た
ん
頭
を
冷
や
す
こ

と
が
大

切
で
す
。

家
族
や

友
人
に

相
談
す

る
な
ど
、

良
く
考

え
て
か

ら
に
し

ま
し
よ

う
。

消費生活に関するご相談は消費者榴｜センターへ豊66・1111内線464（U。S）
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

タイムどうだった

　

（名水マラソン）

　　　

大野市
マレットゴルフ協会

＜るー・39登場

明
る
く
楽
し
く
プ
レ
ー

　

皆
さ
ん
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
ゴ
ル

フ
を
あ
わ
せ
た
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ

で
、
昭
和
五
十
二
年
に
福
井
県
で

考
案
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
、
開
催

さ
れ
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
大
会

種
目
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
野
市
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会

は
、
平
成
四
年
に
設
立
さ
れ
、
今

年
で
九
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
現

在
、
会
員
は
百
五
人
。
練
習
は
、

真
名
川
憩
い
の
島
に
あ
る
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
場
で
行
い
、
県
内
外
で

開
催
さ
れ
る
大
会
に
も
積
極
的
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

会
長
の
明
石
昭
男
さ
ん
は
「
今

で
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
プ
レ
ー

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
私

が
始
め
た
昭
和
六
十
年
こ
ろ
は
、

競
技
人
口
も
少
な
く
寂
し
か
っ
た

で
す
ね
。
で
も
、
講
習
会
を
重
ね

る
う
ち
、
だ
ん
だ
ん
人
が
増
え
、

な
ん
と
か
協
会
を
設
立
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
ね
」
と
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
。

　

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
は
、
と
て
も

健
康
に
良
い
ス
ポ
ー
ツ
で
、

三
十
六
あ
る
ホ
ー
ル
を
全

部
回
る
と
、
四
か
ら
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
も
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
歩
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
自
然

と
触
れ
合
い
な
が
ら
仲
間

と
語
り
あ
う
こ
と
で
、
ス

ト
レ
ス
解
消
に
も
つ
な
が

る
そ
う
で
す
。

　

今
年
四
月
の
県
大
会
で

優
勝
し
た
松
田
靖
二
さ
ん

は
「
ボ
ー
ル
が
、
狙
っ
た

と
お
り
に
転
が
る
と
う
れ

し
い
で
す
ね
。
ま
た
、
練

習
や
大
会
な
ど
で
、
多
く

の
人
と
交
流
で
き
る
こ
と

も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
も
っ
と
競
技

人
口
が
増
え
る
と
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
若
い
人
の
参
加
も
大

歓
迎
で
す
よ
」
と
笑
顔
で
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
興
味
の
あ
る
人
は

明
石
昭
男
さ
ん
（
豊
6
6
・
0
2
8

0
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

フックトーク

たいt

テーマ～はたらく～

『
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の

　
　
　
　
　
　
　

部
屋
』

　

子
ど
も
た
ち
に
た
く
さ
ん
本
を

読
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
政
府
は

平
成
十
二
年
を
「
子
ど
も
読
書
年
」

に
定
め
ま
し
た
。

　

い
ま
、
ど
う
し
て
子
ど
も
に
と

っ
て
読
書
は
大
切
だ
と
言
わ
れ
て

き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

著
者
は
、
こ
の
こ
と
を
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　
　

「
幼
い
日
に
心
か
ら
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
の
存
在
を
信
じ
る
こ
と
は
、

そ
の
人
の
中
に
、
信
じ
る
と
い
う

能
力
を
養

う
。
心
の
中

に
ひ
と
た
び

サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
を
住
ま

わ
せ
た
子

は
、
心
の
中

に
、
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
を

収
容
す
る
空

間
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
。
こ
の

空
間
、
つ
ま
り
目
に
見
え
な
い
も

の
を
信
じ
る
と
い
う
心
の
動
き

が
、
人
間
の
精
神
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
面
で
、
ど
ん
な
に
重
要
か
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
の
ち
に
、
い
ち

ば
ん
崇
高
な
も
の
を
宿
す
か
も
し

れ
ぬ
心
の
場
所
が
、
実
は
幼
い
日

に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
を
住
ま
わ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
の

だ
。
魔
法
使
い
で
も
、
妖
精
で
も
、

鬼
で
も
仙
人
で
も
お
ま
じ
な
い
で

も
よ
い
。
幼
い
心
に
、
こ
れ
ら
の

ふ
し
ぎ
の
住
め
る
空
間
を
た
っ
ぷ

り
と
っ
て
や
り
た
い
」

　

な
か
な
か
人
を
信
頼
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
現
代

社
会
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
中
に

「
ふ
し
ぎ
の
住
め
る
空
間
」
を
膨

ら
ま
せ
て
あ
げ
る
の
も
、
つ
ぶ
し

て
し
ま
う
の
も
、
ま
わ
り
に
い
る

大
人
た
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
、
そ
し

て
子
ど
も
と
本
に
か
か
わ
る
す
べ

て
の
人
た
ち
の
バ
イ
ブ
ル
と
な
る

一
冊
で
す
。

　

サンタクロースの部屋

松岡享子著こぐま社刊
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34，1端喀・

恐
竜
エ
キ
ス
ポ
ち
び
つ
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

‘
則
川
明
日
香
オ
示
学
五
年
生
一
九
町
）

　

前
川
明
日
香
さ
ん
は
、
今
月
二

十
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
恐
竜
エ
キ

ス
ポ
の
ち
び
つ
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や

広
報
活
動
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
「
募
集
チ
ラ
シ
に

か
い
て
あ
っ
た
恐
竜
ド
ー
ム
の
形

が
楽
し
そ
う
に
見
え
た
か
ら
」
そ

ん
な
思
い
を
、
ピ
ン
ク
の
恐
竜
が

水
を
お
い
し
そ
う
に
飲
ん
で
い
る

姿
に
込
め
て
応
募
。
県
内
で
六
人

の
ち
び
っ
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

一
人
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
「
応
募

し
た
人
が
、
ほ
か
に
た
く
さ
ん
い

た
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
選
ば
れ

た
と
き
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
も
喜
ん
で

く
れ
て
、
こ
れ
か
ら
頑
張
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
」

　

こ
れ
ま
で
ち
び
っ
子
プ
ロ
デ
ュ

I
サ
ー
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

を
考
え
た
り
、
和
泉
村
で
化
石
を

発
掘
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

　

普
段
は
、
電
子
オ
ル
ガ
ン
を
習

い
、
学
校
で
は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
ク

ラ
ブ
に
入
っ
て
い
る
音
楽
が
大
好

き
な
女
の
子
。
「
ク
ラ
ブ
で
は
、

ま
だ
楽
器
が
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
。
で
き
た
ら
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を

吹
い
て
み
た
い
な
」
と
目
を
輝
か

せ
ま
す
。

　

エ
キ
ス
ポ
期
間
中
は
開
会
式
を

は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト

で
広
報
活
動
な
ど
を
行
う
予
定
で

す
。

　
　

「
恐
竜
エ
キ
ス
ポ
に
遊
び
に
来

る
た
く
さ
ん
の
人
と
、
お
友
だ
ち

な
れ
る
と
う
れ
し
い
な
」

　

も
う
す
ぐ
始
ま
る
恐
竜
エ
キ
ス

ポ
に
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

手
話
で
交
流
を
広
げ
ま
せ
ん
か

　

私
は
、
耳
の
不
自
由
な
人
や
言

葉
の
不
自
由
な
人
た
ち
と
う
ま
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
、
手

話
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
い
ま
す
。

は
大
違
い
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

で
も
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
は
、

私
か
手
話
を
使
っ
て
何
を
伝
え
た

い
の
か
を
、
一
生
懸
命
に
理
解
し

よ
う
と
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
く
て
、
も

っ
と
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
い
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
、
相
手
の
手
話
が
う
ま
く

理
解
で
き
な
く
て
も
、
表
情
や
し

ぐ
さ
か
ら
何
を
伝
え
た
い
の
か
が
、

　

最
初
は
、
教
室
に
入
っ
て
手
話

を
習
い
ま
し
た
。
み
ん
な
で
同
じ

こ
と
を
習
っ
て
い
る
と
「
私
に
も

少
し
は
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か

な
」
と
い
う
気
に
な
り
ま
す
。
で

も
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
、
自
分

の
思
っ
て
い
る
こ
と
が
な
か
な
か

相
手
に
伝
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
習
う

こ
と
と
使
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と

何
と
な
く
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
や
は
り
お
互
い
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と

が
一
番
大
切
で
す
ね
。
サ
ー
ク
ル

の
み
ん
な
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
出
か
け
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ

で
す
。
み
ん
な
で
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
み
な
が
ら
も
、
私
に
と
っ

て
は
日
ご
ろ
の
成
果
を
試
す
良
い

機
会
。
普
段
よ
り
も
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
よ
う

心
が
け
て
参
加
し
ま
す
。
今
の
目

標
は
、
日
常
会
話
な
ど
が
少
し
で

も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
で
す
。

　

手
話
を
使
え
る
人
が
も
っ
と
多

く
な
っ
て
、
み
ん
な
の
交
流
の
輪

が
広
が
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
始
め
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　

（
清
水
恵
美
子
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
暦
9
1
2
－
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
一
－
一

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

ａ
ど
り
指
導
員
派
遣
と

　
　
　

誘
導
員
の
募
集

城
ま
つ
り
実
行
委
員
全

　

お
お
の
お
ど
り
の
練
習
を
行
う

グ
ル
ー
プ
な
ど
に
、
無
料
で
指
導

員
の
派
遣
や
お
ど
り
の
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
を
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
六
間
通
り
会
場
で
の
お

ど
り
の
誘
導
員
も
募
集
し
ま
す
。

指
導
員
派
遣
期
間
7
月
1
5
日
①

　

～
8
月
8
日
両

派
遣
先
職
場
や
町
内
会
な
ど

誘
導
員
の
活
動
内
容
う
ち
わ
の

　

配
布
と
踊
り
の
誘
導

誘
導
実
施
日
時
8
月
1
5
日
酋
・

　

1
6
日
⑥
い
ず
れ
も
午
後
7
時
3
0

　

分
～
1
0
時
叩
分
（
1
日
で
も
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
商
工
会
議
所
内
お
お
の
城
ま

　

つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
豊

　

6
6
・
1
2
3
0
）

お
ど
り
保
存
会
会
員
募
集

越
前
お
お
の
お
ど
り
保
存
会

　

踊
り
に
興
味
の
あ
る
人
や
習
っ

て
み
た
い
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
越

　

前
お
お
の
お
ど
り
保
存
会
事
務

　

局
（
大
野
商
工
会
議
所
内
豊

　

旧
・
1
2
3
0
J



融たちもお手伝いします

　

恐竜エキスポの大野会場で、会場の案内など

を行う「市民インフォメーションガイドグルー

プ」の説明会が6月11日、平成大野屋で開催さ

れました。市内の高校生を中心に、60人以上が

参加。期間中、大野を訪れた人たちが、より楽

しい時間を過ごせるようお手伝いします。

進取の気象、大野明倫館胎まる

　

6月10日から、大野明倫館が始まりました。

この日は「食で見た大野を考えよう」をテーマ

に「まちづくり学科」がスタート。7月からは

≒ノーリズム学科」「環境学科」も始まります。

集落の牌を超え

　

乾側地区全体で、種もみの生産から販売まで

手掛けようと、6月9日、農事組合法人アバン

セ乾側の設立総会が乾側公民館で行われました。

アバンセとはフランス語で「前進する」の意味。

地区全体で効率的な営農に取り組んでいきます。

教わりながら綿ブくり

　

5月18日、小山老人クラブの福寿農園で、小山小

学校6年生と小山福寿会のお年寄りらが、綿の種ま

きを行いました。出来上がった綿を使い、座布団の

作り方をお年寄りに指導してもらう予定です。

大きく育て、僕のイモ

　

五箇地区長生会員と大野のボーイスカウト団員

らが、5月21日、西勝原区のふれあい農園にサツ

マイモの苗、約300本を移植。団員らは、イモの

成長を願い、一本一本丁寧に植えていきました。

話循回底詣秘書広報課広報広聴係豊66・1111



拍循回生場
文豪の水彩画展

　

5月24日から29日にかけ、有終会館で「ヘンリ

ー・ミラー水彩画展」が開催されました。ヘンリ

ー・ミラーは、20世紀を代表するアメリカの文豪

ですが、多くの水彩画も残しています。期間中、

たくさんの人が訪れ、カラフルな水彩で描かれた

作品に見入っていました。

山道照らすたいまつの灯

　

6月3日、飯降山でたいまつ登山が行われま

した。登山には、大野親岳会を中心に約40人が

参加。参加者たちは、下山途中の山道から見え

る、大野の夜景を堪能していました。

こんな形に変わるんだ

　

市内各小学校の4年生が、社会科の授業

で、市クリーンセンターを見学しました。

リサイクル用に形の整えられた空き缶やペ

ットボトルなどを見て、資源の大切さを学

んでいました。

考えよう、tlと男のパートナーシップ

　

5月19日、有終会館で「女と男のパートナーシ

ップ」をテーマに、村瀬幸浩さんの講演会が行わ

れました。会場に集まった60人あまりが、異性間

のコミュニケーションの大切さを、あらためて認

識しました。

この言葉はこう表現

　

5月22日、有終会館で第1回目の手話奉仕員養成

講座が行われました。メモを取る人や、何度も繰り

返して確認する人など、みんな熱心に手話の勉強に

取り組んでいました。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

7月

粗
大
ご
み
持
ち
込
み

　
　
　

特
別
受
け
付
け

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

平
日
に
粗
大
ご
み
の
持
ち
込
み

が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
特
別

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

日
時
7
月
1
6
日
⑧
午
前
8
時
3
0

　

分
～
午
後
4
時
3
0
分

対
象
物
自
転
車
、
家
電
製
品
な

　

ど
の
粗
大
ご
み
（
燃
や
せ
る
粗

　

大
ご
み
は
縦
8
0
門
、
横
8
0
門
程

　

度
）

対
象
と
な
ら
な
い
物
農
機
具
類

　

な
ど
の
産
業
廃
棄
物
、
タ
イ
ヤ

手
数
料
有
料

そ
の
他
粗
大
ご
み
は
、
ご
み
ス

　

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
な
い
で
く

　

だ
さ
い

受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
容
6
5
・

　

6
1
2
0
）

お
済
み
で
す
か

乳
幼
児
医
療
の
手
続
き

市
役
所
福
祉
課

三
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
医
療
費

が
助
成
さ
れ
ま
す
。
な
お
所
得
制

限
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
除
く
）

　

健
康
保
険
証

　

保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳

　
　

（
郵
便
局
以
外
の
も
の
）

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先
市
役

　

所
福
祉
課
児
童
福
祉
係
（
豊
6
6

　

・
1
1
1
1
内
線
4
7
3
）

繰
り
上
げ
請
求
は
慎
重
に

　
　
　
　

老
齢
基
礎
年
金

市
役
所
市
民
課

　

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
の

受
け
取
り
開
始
は
、
6
5
歳
か
ら
で

す
が
、
希
望
す
る
人
は
6
0
歳
か
ら

6
4
歳
ま
で
の
間
に
、
早
く
年
金
を

受
け
取
れ
る
、
繰
り
上
げ
請
求
が

出
来
ま
す
。

　

し
か
し
、
繰
り
上
げ
請
求
す
る

と
次
の
よ
う
な
制
約
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
①
年
金
額
が
請
求
時
の
年
齢
に
よ

　

っ
て
減
り
ま
す
。

　

6
5
歳
の
金
額
に
対
し
て
6
4
歳
で

　

は
8
9
％
、
6
3
歳
で
は
8
0
％
、
6
2

歳
で
は
7
2
％
、
6
1
歳
で
は
6
5
％
、

6
0
歳
で
は
5
8
％
に
減
額
と
な
り

ま
す
。
受
け
取
り
が
始
ま
る
と

6
5
歳
に
な
っ
て
も
年
金
額
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。

②
年
金
の
受
け
取
り
は
繰
り
上
げ

　

請
求
し
た
次
の
月
か
ら
に
な
り

　

ま
す
。
誕
生
日
ま
で
さ
か
の
ぼ

　

っ
て
請
求
す
る
こ
と
は
出
来
ま

　

せ
ん
。

③
6
5
歳
ま
で
、
ほ
か
の
年
金
を
受

　

け
取
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り

　

ま
す
。

④
6
5
歳
ま
で
の
間
に
、
厚
生
年
金

　

に
加
入
し
た
場
合
は
、
老
齢
基

　

礎
年
金
が
6
5
歳
ま
で
受
け
取
れ

　

な
く
な
り
ま
す
。

⑤
障
害
基
礎
年
金
や
寡
婦
年
金
が

　

6
5
歳
ま
で
受
け
取
れ
な
く
な
り

　

ま
す
。

⑥
配
偶
者
の
死
亡
に
よ
り
、
遺
族

　

厚
生
（
共
済
）
年
金
を
受
け
取

　

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
6
5
歳

　

ま
で
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
年

　

金
し
か
受
け
取
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
市
民
課

　

年
金
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
5
7
）

か
け
て
安
心

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

（
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
冷

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ

ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
、
地
域
活
動
を
行
う
5
人
以
上

の
団
体
を
対
象
に
、
活
動
中
の
傷

害
事
故
に
対
し
て
補
償
を
行
う
制

度
で
す
。
万
が
一
の
事
故
に
備
え

て
ぜ
ひ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

保
険
期
間
平
成
1
2
年
4
月
1
日

　

～
平
成
1
3
年
3
月
3
1
日

対
象
事
故
団
体
活
動
中
お
よ
び

　

経
路
往
復
中
の
事
故

掛
金
I
人
年
額
4
5
0
円
よ
り

　
　

（
団
体
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

加
入
手
続
5
人
以
上
の
ク
ル
ー

　

プ
で
加
入
。
加
入
し
た
各
個
人

　

を
被
保
険
者
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
財
）
ス
ポ
ー

　

ツ
安
全
協
会
福
井
県
支
部
（
0

　

7
7
6
・
3
4
1
・
2
7
1
9
）

ま
た
は
市
ス
ポ
ー
ツ
課
（
容
6
6

・
1
1
1
1
内
線
（
j
Q
）
I
）

夏
休
み
の
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　

開
館
時
間
を
変
更

市
児
童
セ
ン
タ
ー

　

今
年
は
夏
休
み
期
間
中
、
各
児

童
セ
ン
タ
ー
の
開
館
時
間
を
左
記

の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

期
間
7
月
2
2
日
①
～
8
月
3
1
日

　

④
（
日
曜
日
を
除
く
）

開
館
時
間
午
前
8
時
3
0
分
～
午

　

後
6
時

交通
安全
S
l
v
H
＾
f
v

水
t
y
卜

夜
間
の
安
全
通
行

　

歩
行
者
や
自
転
車
な
ど
の
死

亡
事
故
の
六
割
以
上
が
、
暗
く

な
っ
て
か
ら
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
原
因
に
は
、
運
転
者
が

歩
行
者
な
ど
を
見
つ
け
る
の
が

遅
れ
た
こ
と
、
歩
行
者
な
ど
が

安
全
確
認
を
十
分
に
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

　

ま
ぶ
し
い
く
ら
い
に
感
じ
る

車
の
ラ
イ
ト
も
、
約
三
十
□
ま

で
近
づ
か
な
い
と
運
転
者
が
歩

行
者
な
ど
を
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

自
転
車
の
場
合
に
は
、
歩
行
者

よ
り
も
速
度
が
あ
る
た
め
、
さ

ら
に
見
つ
け
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
対
向
車
の
ラ
イ
ト
な

ど
で
運
転
者
の
目
が
惑
わ
さ
れ
、

横
断
の
歩
行
者
や
自
転
車
が
見

え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。

反
射
材
の
活
用

　

暗
く
な
っ
て
か
ら
外
出
す
る

と
き
は
、
夜
光
反
射
材
な
ど
が

有
効
で
す
。
夜
光
反
射
材
は
百

口
以
上
離
れ
た
場
所
で
も
、
車

か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

　

反
射
材
の
付
い
て
い
る
た
す

き
や
シ
ー
ル
な
ど
を
利
用
し
て
、

運
転
者
か
ら
見
え
や
す
い
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。



●INFORMATION

行
政
相
談
は
お
気
軽
に
一

市
役
所
総
務
謹

　

地
域
住
民
の
行
政
相
談
に
応
じ

る
た
め
、
次
の
人
が
行
政
相
談
委

員
に
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

吉
田
と
み
子
本
町
3
－
1

　
　
　
　
　

（
豊
6
6
・
3
2
6
1
）

三
宅
嵩
天
神
町
7
－
4

　
　
　
　
　

（
容
6
5
・
0
5
8
4
）

　

行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
行
政

機
関
な
ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に

つ
い
て
住
民
か
ら
苦
情
や
要
望
・

意
見
を
聞
い
て
、
行
政
監
察
事
務

所
と
協
力
し
て
そ
の
解
決
に
当
た

り
ま
す
。
行
政
相
談
を
受
け
た
い

人
は
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

日
時
毎
月
第
1
・
3
木
曜
日

　

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

場
所
有
終
会
館
別
館
相
談
室

バ
ス
に
乗
つ
て

　
　

六
呂
師
へ
行
こ
う

　
　
　

市
役
所
生
活
環
境
課

　

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
を

目
的
と
し
て
「
越
美
北
線
と
乗
合

バ
ス
に
乗
る
運
動
を
進
め
る
会
」

で
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

日
程
7
月
2
3
日
2

行
き
先
六
呂
師
高
原

内
容
自
然
の
中
で
の
楽
し
い
ゲ

　

ー
ム
や
ミ
ニ
動
物
園
散
策
、
バ

　

ー
ペ
キ
ュ
ー
な
ど

参
加
費
中
学
生
以
上
1
4
4
0

　

円
、
小
学
生
7
2
0
円
（
交
通

　

費
と
し
て
）

そ
の
他
小
学
生
以
下
は
、
保
護

　

者
同
伴

申
込
期
間
7
月
6
日
2
～
1
4
日

　

②
（
先
着
8
0
人
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
生
活
環
境
課
（
豊
6
6
・
1

　

1
1
1
内
線
4
6
2
）

作
り
ま
せ
ん
か

　
　
　

冷
た
い
お
菓
子

　
　
　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

暑
い
夏
に
ぴ
っ
た
り
の
、
お
菓

子
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
7
月
1
9
日
2
．
2
6
日
2
午

　

後
7
時
～

内
容
フ
ル
ー
ツ
あ
ん
み
つ
・
く

　

ず
き
り
そ
う
め
ん
な
ど
を
予
定

場
所
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

受
講
料
I
回
8
0
0
円
程
度

定
員
各
1
5
人

準
備
物
エ
プ
ロ
ン
容
器
2
個

　
　

（
持
ち
帰
り
用
）

申
込
締
切
日
7
月
1
4
日
②

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
酋
6
5
・

7
2
2
1
）

禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
一

市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

禁
煙
を
考
え
て
い
る
人
、
一
緒

に
は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

日
時
7
月
1
8
日
酋
・
2
5
日
汚
・

　

8
月
1
日
汚
・
8
日
収
午
後
7

　

時
～
9
時
計
4
回

内
容
や
め
た
い
時
の
タ
バ
コ
の

　

話
・
私
は
こ
う
し
て
や
め
ま
し

　

た
・
太
ら
な
い
で
禁
煙
し
よ
う

　

・
ス
ト
レ
ス
は
こ
う
乗
り
切
る

場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
市
民

定
員
先
着
2
0
人

参
加
費
1
5
0
0
円
（
検
査
料

　

な
ど
含
む
）

申
込
締
切
日
7
月
1
4
日
2

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
7
3

　

3
3
）

初
級
中
国
語
講
座

日
時
7
月
1
2
日
2
～
9
月
6
日

　

2
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
午
後
7

　

時
～
9
時
（
計
8
回
）

場
所
有
終
会
館

受
講
料
2
0
0
0
円
（
テ
キ
ス

　

ト
代
は
別
途
負
担
）

講
師
長
谷
川
統
一
さ
ん

定
員
1
5
人

申
込
締
切
日
7
月
7
日
②

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

日
中
友
好
協
会
事
務
局
（
容
6
5

　

・
6
8
4
5
）

サ
マ
ー
企
業
説
明
会

　
　
　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
野

　

来
春
卒
業
予
定
の
大
学
生
・
専

修
学
校
生
を
対
象
と
し
た
就
職
面

接
会
と
、
高
校
生
や
そ
の
保
護
者

を
対
象
と
し
た
企
業
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
ま
た
、
休
職
中
の
人

も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
7
月
9
日
2
午
前
9
時
3
0

　

分
～
正
午

場
所
T
J
A
テ
ラ
ル
越
前
本
所

問
い
合
わ
せ
先
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

大
野
（
豊
6
6
・
2
4
0
8
）

ボ
一
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
員
募
集

　
　
　
　
　
　
　

大
野
第
1
団

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
で
は
、
新
隊

員
を
募
集
す
る
に
あ
た
り
、
募
集

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
7
月
1
4
日
②
午
後
7
時
3
0

　

分
～

場
所
有
終
会
館

対
象
者
幼
稚
園
や
保
育
園
の
年

　

長
組
の
子
ど
も
か
ら

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

明
石
宣
夫
さ
ん
（
新
庄
1
7
－
9

　

－
I
酋
6
6
・
3
9
0
8
）

人権擁護委員制度をご存じですか

　

最近の、社会経済状況の困難化や個人の価値観の多様化により、

自己の権利のみを主張し、他人の人権を軽視する風潮が見受けられ、

いろいろな形の人権問題が起きています。これらの人権問題の解決

のためには、家庭や学校、地域社会などさまざまな場面で一人ひと

りが人権とは何かということを考え、人権尊重の意識を高めること

が必要です。

　　

「考えようあなたの人権わたしの人権

　　　　　　　　　　　

－ひろげよう心と心のネットワークー」

　

次の人権擁護委員に気軽に相談ください。相談は無料で、秘密は

守られます。

　　　

多田正則伏石16－6a67・1491

　　　

松田まつ枝要町1一14酋66・0823

　　　

杉本敏憲木本50一18豊64・1537

　　　

堂東昭子中野46一41容66・3710

　　　

松田八重子城町7－4容66・5534（敬称略）

問い合わせ先大野人権擁護委員協議会

1（福井地方法務局大野支局内豊66一2249）まで



″

一
’

凹
仲
間
で
そ
ろ
え
た
山
道
具

深
草
知
永
子
さ
ん
（
春
日
）

　

春
日
の
深
草
知
永
子
さ
ん
（
二
十
八
歳
）

の
宝
は
、
高
校
生
の
と
き
に
使
っ
て
い
た
、

山
登
り
用
の
ズ
ボ
ン
と
ア
ル
ミ
製
の
食
器
で

す
。
深
草
さ
ん
は
、
高
校
生
の
と
き
、
山
岳

部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
道
具

は
、
入
部
の
際
、
同
級
生
み
ん
な
で
そ
ろ
え

た
も
の
で
す
。

　
　

「
最
初
、
食
器
を
見
た
と
き
『
料
理
が
お

い
し
く
な
さ
そ
う
だ
な
』
と
思
い
ま
し
た
。

ズ
ボ
ン
も
動
き
が
取
り
に
く
そ
う
で
、
ど
ち

ら
に
も
あ
ま
り
良
い
印
象
は
受
け
ま
せ
ん
で

し
た
ね
。
で
も
、
登
山
を
重
ね
て
い
く
う
ち

に
、
な
ぜ
か
愛
着
が
わ
い
て
き
て
欠
か
せ
な

く
な
り
ま
し
た
」

　

何
か
新
し
い
経
験
が
出
来
そ
う
だ
、
そ
ん

な
軽
い
気
持
ち
で
入
部
し
た
山
岳
部
。
そ
れ

ま
で
は
、
小
学
生
の
と
き
に
白
山
に
登
っ
た

こ
と
が
あ
る
ぐ
ら
い
で
、
山
登
り
に
つ
い
て

は
、
全
く
の
初
心
者
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
入
部
し
て
か
ら
は
、
夏
山
シ
ー

ズ
ン
に
県
外
ま
で
出
か
け
る
ほ
ど
登
山
が
好

き
に
な
り
、
二
年
生
の
と
き
に
は
県
の
代
表

と
し
て
、
北
信
越
大
会
に
出
場
す
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。

　
　

「
山
頂
か
ら
の
眺
め
と
、
や
れ
ば
で
き
る

ん
だ
、
と
い
う
達
成
感
。
そ
れ
が
登
山
の
魅

力
だ
と
思
い
ま
す
。
一
番
思
い
出
に
残
っ
て

い
る
の
は
、
初
め
て
白
山
で
ご
来
光
を
拝
ん

だ
と
き
で
す
。
そ
の
と
き
の
感
動
は
、
言
葉

に
な
り
ま
せ
ん
。
き
っ
と
一
生
忘
れ
な
い
と

思
い
ま
す
よ
」

　

し
か
し
、
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
は
、
忙

し
い
日
々
が
続
き
、
な
か
な
か
山
に
登
る
時

間
が
取
れ
な
い
そ
う
で
す
。

　
　

「
最
近
で
は
、
友
人
た
ち
も
山
を
登
る
回

数
は
少
な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。
で
も
い
つ

か
、
ま
た
み
ん
な
と
一
緒
に
登
り
た
い
と
思

っ
て
、
こ
の
道
具
は
手
元
に
残
し
て
あ
る
ん

で
す
よ
。
テ
ン
ト
の
な
か
で
、
悩
み
や
夢
な

ど
を
一
晩
中
語
り
明
か
し
た
あ
の
こ
ろ
が
本

当
に
懐
か
し
い
で
す
ね
」
と
道
具
を
手
に
、

夏
山
へ
の
思
い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。

市民のうごき

6月1日現在 前月比

世帯数 11．740世帯 △6世帯

人口 40，629人 △55人

内訳
男 19，471人 △29人

女 21．158人 △26人

5月中の異動
転入 52人 出生 24人

転出 83人 死亡 48人

市内の交通事故状況（9ヵヽ69）

件数内訳
平成12年

5月末

平成11年

5月末
比較

総件数 305件 244件 61件

人

身
澗

故

件数 64件 65件 △1件

死者 O人 2人 △2人

傷者 79人 75人 4人

物相事故 241件 179件 62件

表
紙
の
こ
と
ば

　

い
よ
い
よ
始
ま
る
、
恐
竜
エ

キ
ス
ポ
。
当
市
で
行
わ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
は
、
訪
れ
た
人
と
市
民

と
の
交
流
が
メ
i
ン
で
す
。
会

場
の
一
つ
平
成
大
野
屋
前
で
、

待
ち
ぎ
れ
な
い
様
子
で
雄
た
け

び
を
あ
げ
る
子
ど
も
た
ち
と
フ

ク
リ
ユ
ウ
の
姿
。
私
た
ち
大
人

に
と
つ
て
も
一
生
の
思
い
出
に

残
る
夏
に
し
た
い
で
す
ね
。

編
集
後
記

　

あ
い
に
く
の
小
雨
ま
じ
り
と

な
っ
た
今
年
の
名
水
マ
ラ
ソ
ン
。

で
も
、
選
手
た
ち
に
と
つ
て
は
、

火
照
つ
た
体
を
冷
ま
し
て
く
れ

る
恵
み
の
雨
と
な
っ
た
よ
う
で

す
。
親
子
で
手
を
つ
な
い
で
一

生
懸
命
に
走
る
姿
や
、
大
声
で

声
援
を
送
る
姿
に
感
動
。
来
年

は
、
選
手
と
し
て
参
加
し
た
い

も
の
で
す
。
（
養
）

／1眠見i！5・

　

あ
わ
や
危
機
一
髪
、

絶
体
絶
命
の
ピ
ン
チ
で

ジ
ャ
ン
グ
ル
少
年
は
高

く
鋭
い
合
図
の
雄
た
け

び
。
呼
び
声
の
こ
だ
ま

に
こ
た
え
て
、
そ
の
時

に
わ
か
に
湖
面
を
高
波
立
て
て
ザ
、
ザ
ザ
ザ
ツ

と
の
し
上
が
っ
た
、
ひ
と
咆
暉
の
大
巨
怪
獣
－

こ
れ
ぞ
恐
竜
だ
っ
た
▼
あ
れ
は
デ
ィ
プ
ロ
ド
ク

ス
、
い
や
ブ
ロ
ン
ト
サ
ウ
ル
ス
だ
っ
た
か
。
悪

ガ
キ
世
代
の
記
憶
で
あ
い
ま
い
だ
が
、
戦
後
間

も
な
く
恐
竜
が
登
場
し
た
の
は
、
確
か
あ
る
少

年
愛
読
の
冒
険
漫
画
で
あ
る
。
い
つ
か
忘
れ
て

し
ま
っ
た
掲
載
雑
誌
や
題
名
を
ご
存
じ
の
人
は

…
▼
話
の
続
き
は
、
た
ち
ま
ち
形
勢
逆
転
。
悪

者
や
野
獣
ど
も
は
び
っ
く
り
仰
天
し
て
一
目
散

に
退
散
、
恐
竜
が
味
方
の
少
年
は
密
林
の
王
者

と
な
っ
た
、
と
い
う
筋
書
き
。
血
わ
き
肉
躍
り

魅
入
ら
れ
た
、
思
い
出
は
懐
か
し
い
▼
そ
の
こ

ろ
終
戦
の
荒
廃
で
社
会
通
念
が
混
乱
の
転
換

期
、
ど
さ
く
さ
の
中
で
、
既
存
の
強
き
も
の
は

全
滅
し
て
い
た
。
渇
望
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヒ
ー
ロ

ー
と
は
。
少
年
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
超
ド

級
の
猛
者
・
恐
竜
だ
▼
ま
さ
に
恐
竜
は
出
現
し

た
だ
け
で
、
弱
い
者
い
じ
め
の
多
勢
と
武
器
に

頼
る
悪
人
や
ラ
イ
オ
ン
、
黒
ヒ
ョ
ウ
な
ど
の
猛

獣
を
す
べ
て
や
っ
つ
け
て
し
ま
う
。
痛
快
な
覇

者
で
波
瀾
万
丈
。
少
年
フ
ァ
ン
の
夢
と
冒
険
心

人
気
を
さ
ら
っ
た
▼
さ
て
、
も
は
や
金
権
経
済

や
科
学
は
全
能
で
な
い
、
誤
り
の
合
理
主
義
も

ぼ
ろ
が
出
て
力
無
く
し
た
価
値
観
喪
失
の
世
紀

末
。
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
恐
竜
は
自

然
そ
の
も
の
か
も
▼
再
び
よ
み
が
え
る
か
。
い

よ
い
よ
恐
竜
エ
キ
ス
ポ
が
ス
タ
ー
ト
。
当
市
で

も
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
。
（
K
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
a
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
1
1
）
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